
わ
が
国
の
国
民
医
療
費
は
増
大
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
こ
の
傾

向
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
国
民
全
体
に
よ
る
生
活
習
慣
病
な

ど
の
予
防
を
目
的
と
し
た
食
育
の
実
践
的
取
組
が
必
須
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
平
成
一
七
年
に
は
食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、

平
成
一
八
年
度
に
は
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
食
育
推
進
計
画
が
策
定

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
は
栄
養
学
的
視
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、

食
生
活
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
た
日
本
型
食
生
活
や
食
文
化
の
再
評

価
に
も
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
す
で
に
地
域
の
食
材
生
産
者
と
の

連
携
の
も
と
で
、
保
育
・
幼
児
教
育
の
場
、
学
校
給
食
の
場
な
ど
に

お
け
る
具
体
的
な
取
組
が
実
施
さ
れ
始
め
て
い
る
。

し
か
る
に
、
高
等
教
育
の
場
に
お
い
て
は
そ
の
着
手
・
進
展
が
緩

慢
で
あ
り
、
青
年
期
に
お
け
る
健
康
の
自
己
管
理
能
力
は
低
下
の
一

途
を
辿
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
本
学
学
生
も
例
外
で
は
な
く
、
特

に
七
割
弱
に
及
ぶ
自
炊
学
生
の
食
生
活
の
乱
れ
と
そ
れ
に
伴
う
心
身

の
不
調
は
か
ね
て
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
本
学
学
生
の
場
合
は
、

他
者
の
生
命
や
生
き
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
務
に
就
く
こ
と
が
多
く
、

健
康
の
自
己
管
理
能
力
の
不
備
は
、
職
務
遂
行
上
の
妨
げ
と
な
る
ば

か
り
か
、
福
祉
の
本
来
的
目
的
で
あ
る
人
の
幸
福
の
創
成
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
う
も
の
と
危
惧
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
学
生
は
近
い
将
来

に
人
の
親
に
な
る
年
齢
に
あ
り
、
学
生
の
う
ち
に
適
切
な
食
育
に
よ

る
健
康
増
進
の
た
め
の
力
を
養
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
学
に
お
け
る
食
育
の
取
組
は
地
域
社
会
と
の
連
携
の
も
と
で
、
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●
事
例
紹
介

●

健
康
の
自
己
管
理
と
食
育
に
つ
い
て

～
東
北
福
祉
大
学
に
お
け
る
学
生
支
援
～

畠
山
英
子

（
東
北
福
祉
大
学
教
学
委
員
・
教
授
）



食
堂
と
は
別
に
食
科
学

応
用
研
究
施
設
「
食
工

房
風
土
」
（
学
内
レ
ス

ト
ラ
ン
）
を
開
設
し
た

（
図
１
）。
こ
の
施
設
で

は
家
庭
の
雰
囲
気
を
大

事
に
し
て
お
り
、
食
器

類
は
全
て
木
製
や
陶
製

の
も
の
を
用
い
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
環
境
で
お

ふ
く
ろ
の
味
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
場
は
｢食
の
学
校
｣

（
図
２
）
展
開
の
場
と

し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

食
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
も
行
っ
て
い
る
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
ア
ウ
ト
ド
ア
で
楽
し
め
る
よ
う
に
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
随
所
に
テ
ー
ブ
ル
席
を
用
意
し
（
図
３
）
、
手
弁
当
を
味
わ
う

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
学
生
食
堂
は
明
る
く
広
々
と
し
た
空

間
が
確
保
さ
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
調
理
品
の
組
み
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図２ 「食の学校」プログラム

図３ 学内の随所に設けられたランチタイムを
アウトドアで楽しむ場

食
を
取
り
巻
く
環
境
に
学
生
自
ら
が
着
目
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
、
自
己
の
改
善
点
を
見
出
さ
せ
、
望
ま
し
い
食
生
活
実
践
を
通

し
て
自
己
の
健
康
管
理
能
力
を
確
た
る
も
の
に
さ
せ
る
こ
と
、
こ
の

能
力
を
福
祉
実
践
の
場
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
健
康
管
理
能
力
と
は
体
、
心
、
社
会
的
な

面
、
精
神
の
全
て
に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
快
適
な
状
態
を
創

出
す
る
能
力
を
意
味
し
、
こ
の
中
に
は
豊
か
な
食
の
感
性
も
含
ま
れ

る
。
適
切
な
学
習
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が
進
ん
で
習

得
し
た
知
識
や
技
術
は
、
自
ら
の
継
続
的
実
践
を
経
て
、
真
の
生
き

る
力
や
豊
か
な
感
性
と
な
り
、
福
祉
実
践
の
場
で
の
他
者
の
健
康
管

理
や
多
様
な
感
性
の
尊
重
を
可
能
に
さ
せ
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
食
育
支
援
や
今
年
度
か
ら
新

た
に
導
入
し
て
い
る
支
援
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

従
前
か
ら
の
食
育
支
援

本
学
で
は
、
学
生
の
食
生
活
の
乱
れ
に
危
機
感
を
感
じ
、
こ
れ
ま

で
学
生
延
べ
四
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
し
た
健
康
診
断
項
目
に
加
え
、

食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
意
識
（
元
気
点
検
票
）
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
学
内
に
開
設
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
・

医
務
室
ス
タ
ッ
フ
・
栄
養
士
が
個
別
面
談
に
よ
り
個
々
の
健
康
状
態

に
応
じ
た
望
ま
し
い
食
生
活
に
関
す
る
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
併

行
し
て
大
学
正
課
教
育
（
医
学
一
般
、
成
人
保
健
、
生
理
学
、
精
神

保
健
、
小
児
保
健
、
公
衆
衛
生
学
な
ど
）
の
中
で
、
健
康
保
持
に
関

す
る
理
論
教
育
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
栄
養
学
関
連
の
教
員
も

心
身
の
健
康
に
関
わ
る
食
品
機
能
の
講
義
（
小
児
栄
養
学
、
栄
養
化

学
、
食
品
化
学
、
栄
養
学
、
食
と
生
活
な
ど
）
に
力
を
注
い
で
い
る
。

本
学
で
の
実
践
的
な
食
育
の
取
組
は
平
成
一
二
年
よ
り
実
施
さ
れ

て
き
た
。
食
べ
物
は
栄
養
的
機
能
の
み
な
ら
ず
、
五
感
に
働
き
か
け

る
機
能
や
食
べ
る
環
境
、

食
べ
方
、
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
に
よ
っ
て
人
の
快
さ
を

左
右
す
る
機
能
を
も
有
す

る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

考
慮
し
、
和
食
素
材
、
無

添
加
食
品
、
地
域
無
農
薬

農
産
物
に
つ
い
て
食
し
な

が
ら
学
ぶ
場
、
伝
統
料
理

の
調
理
法
や
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
場
、
食

環
境
に
つ
い
て
多
方
面
か

ら
学
ぶ
場
と
し
て
、
学
生
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図１ 快い食事の場「食工房風土」と
おふくろの味メニュー

米飯は雑穀米、玄米、精白米からセレクトできる
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表１ 本学の食育支援の視点

◎自分の健康は自分で保つ・・・そのためには・・・

１．食べることをゆったりと楽しめるように

テレビを消す・会話を楽しむ・味わう・季節感を感じる・伝統や文化に

触れる・五感を駆使する・咀嚼を十分に など

２．夜更かしをせずに早寝早起きでリズムを整え、おいしく食事ができるよ

うに

夜更かしは禁物・夕食は早めに・間食は抑える・夜食は控える・三食は

定時に など

３．朝食を特にしっかりと

・「早寝、早起き、朝ごはん」の意味をしっかり受け止めた朝食摂取習慣

の定着

・朝食の役割を理解できるように

（1）一日のリズムの形成（2）基礎代謝の保持（3）枯渇した脳活動エネ

ルギーの補給（4）細胞分裂のリズムメーカーとしての役割（5）快適

な気分状態の保持（6）体温調節リズムメーカーとしての役割 など

４．食嗜好の固定化の改善

食べものの種類が偏らないように・多食材の摂取、野菜の栽培や調理などの

体験型学習により、楽しみながら食のバリエーションを広げられるように

５．安全な食材や食品を選べ、危険から身を守れるように

・環境ホルモンから回避できるように

安全な魚介類、回遊魚の選択・トレーサビリティーと残留農薬の理解・

調理器具や食器の吟味・電子レンジの使用法習得 など

・その他の危険因子からの回避ができるように

異常プリオン、食品添加物、食中毒、遺伝子組み換え食品、アレルゲン

などの理解・過酸化脂質の理解・食品表示の見方の理解 など

６．健全な食品の積極的摂取ができるように

魚類、大豆加工品、豆類、イモ類、海藻類、緑茶、野菜などの積極的摂

取・栄養充足のための量、質、バランスの理解・既製加工品、即席品、

冷凍食品の多用回避 など

７．自分で食事を作れ、日本型食生活ができるように

・材料調達から調理まで自分で行えるように

・日本食、郷土料理、伝統的加工品を日常的に作れるように など

８．食を通した多様な価値を感じ取れるように

作り手への感謝心・おいしく作れた充足感・自然への畏敬の念・環境保

護の大切さの認知・自炊生活の経済性・世界の文化理解 など

９．生きていることの素晴らしさが分かるように・生命の尊厳の認知

食べられることの意味を広く捉え、生命を見つめられるように など

合
わ
せ
が
自
在
に
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
生
自
ら
が
食
材
に
つ
い
て
の
冊
子
を
作
成
し
（
図
４
）、

多
く
の
仲
間
た
ち
へ
の
Ｃ
Ｐ
デ
ー
タ
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
（
本
学

で
は
全
学
生
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
貸
与
さ
れ
る
）。

日
常
の
食
習
慣
を
見
直
し
、
適
切
な
食
素
材
を
選
択
す
る
能
力
や

調
理
す
る
能
力
を
育
み
、
健
康
管
理
上
の
実
践
力
を
定
着
さ
せ
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
学
生
の
あ
ら
ゆ
る

食
生
活
の
場
で
の
多
面
的
な
支
援
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
取
組
を
始
め
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
る
新
た
な
食
育
支
援

（
一
）
食
育
支
援
の
方
向
性

こ
れ
ま
で
の
食
育
展
開
に
加
え
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
食
育
支
援
の
方
向
性
を
概
観
し
て
み
る
。
表
１
に
示
し
た

食
育
の
視
点
を
念
頭
に
、
以
下
の
方
向
性
で
支
援
を
進
め
て
い
る
。

・
学
内
の
組
織
的
連
携
（
大
学
教
学
部
、
関
連
教
科
担
当
教
員
、
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
担
当
教
員
、
体
育
会
な
ら
び
に
文
化
系
の
部
活
動
指
導

者
、
医
務
室
、
学
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
学
生
相
談
室
、
予
防
福
祉
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
、
大
学
付
属
病
院
、
食
工
房
風
土
、
学
生
食
堂

な
ど
）
の
も
と
で
実
施
す
る
。

・
学
生
の
意
識
高
揚
や
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
に
、

学
生
と
教
職
員
の
協
働
体
制
で
臨
む
。
学
生
相
互
の
情
報
交
換
や

食
育
関
連
情
報
の
入
手
が
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
。

・
理
論
的
健
康
教
育
と
併
行
し
、
実
践
的
体
験
型
の
食
育
を
展
開
す

る
。

・
学
内
外
の
評
価
委
員
に
よ
る
定
期
的
評
価
会
議
を
経
て
、
支
援
シ

ス
テ
ム
や
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
重
ね
る
。
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図４ 学生の手による食材につ
いて学ぶパンフレット

食材の由来、種類、栽培法、生育の様子、
新鮮判別法、保存法、料理レシピ、加工法
などがカラフルな冊子にまとめられている



像
や
Ｉ
Ｔ
機
器
を
駆
使
し
た
食
環
境
全
般
の
情
報
提
供
、
学
生
食

堂
運
営
実
務
者
と
学
生
に
よ
る
食
育
サ
ロ
ン
の
開
催
、
学
生
食
堂

の
メ
ニ
ュ
ー
開
発

・
「
大
学
い
ち
ば
」
で
の
食
材
提
供

∥

地
元
農
家
と
提
携
し
、
安
全

で
安
価
な
減
農
薬
野
菜
や
有
機
栽
培
野
菜
、
加
工
品
を
提
供
、
旬

の
食
材
に
よ
る
メ
ニ
ュ
ー
や
季
節
感
の
あ
る
伝
統
的
料
理
の
作
り

方
の
指
導
、
多
種
多
様
な
伝
統
的
調
味
料
に
つ
い
て
も
同
様
の
取

組
実
施

多
元
的
な
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ

て
、
「
健
康
の
自
己
管
理
能
力
」
を
育
む
た
め
に
自
分
に
合
っ
た
門

を
く
ぐ
る
可
能
性
を
高
め
る
。
い
ろ
い
ろ
な
門
を
く
ぐ
っ
て
も
最
終

的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
「
食
の
営
み
の
自
立
」
で
あ
る
。
こ
れ
が

達
成
さ
れ
て
初
め
て
「
生
き
る
力
」
が
確
か
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
青
年
期
の
大
切
な
時
期
に
「
食
」
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
た

と
い
う
経
験
的
事
実
は
、
必
ず
や
そ
の
後
の
人
生
の
糧
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。

大
学
と
し
て
こ
の
よ
う
に
考
え
、
記
録
を
重
ね
つ
つ
丁
寧
に
取
組

を
進
め
て
い
る
。
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（
二
）
具
体
的
内
容
（
楽
し
み
な
が
ら
自
然
な
形
で
の
定
着
を
）

・
学
生
ニ
ー
ズ
や
個
に
応
じ
た
健
康
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
地
域
の
食
文
化
や
伝
統
的
調
理
法
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習

・
学
生
の
手
に
よ
る
農
作
物
の
作
り
方
の
冊
子
作
成
と
配
布

・
農
作
物
の
栽
培
（
コ
ン
ポ
ス
ト
を
用
い
た
学
生
食
堂
排
出
残
飯
か

ら
の
有
機
肥
料
づ
く
り
、
ハ
ウ
ス
栽
培
、
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
な
ど

∥

図
５
）、
収
穫
、
調
理
、
供
食

・
農
業
者
（
地
元
の
契
約
農
家
）
と
と
も
に
行
う
農
業
体
験

∥

土
壌

耕
作
か
ら
収
穫
ま
で
の
一
貫
し
た
展
開
、
農
村
の
暮
ら
し
体
験

（
協
力
の
大
切
さ
の
学
習
）、
労
働
の
喜
び
や
自
然
環
境
の
学
習

・
一
人
暮
ら
し
の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
応
援

∥

日
常
的
に
摂
取
す
る
食

材
に
つ
い
て
の
由
来
、
種
類
、
旬
、
栽
培
法
、
生
育
過
程
、
調
理

法
、
食
材
の
組
み
合
わ
せ
法
な
ど
の
デ
ー
タ
を
可
視
的
に
ま
と
め
、

Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
小
冊
子
を
作
成
し
て
、
全
学
生
の
食
生
活
に
役

立
て
て
も
ら
う
学
生
の
主
体
的
取
組

・
「
学
生
が
提
案
す
る
春
夏
秋
冬
朝
昼
晩
レ
シ
ピ
集
」
の
作
成
と
配

布

∥

学
生
と
と
も
に
レ
シ
ピ
集
の
小
冊
子
を
作
成
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
整
っ
た
、
簡
便
で
安
価
に
で
き
る
食
事
情
報
の
提
供
、
弁
当

づ
く
り
の
た
め
の
レ
シ
ピ
の
紹
介

・
安
全
な
食
材
選
び
の
た
め
の
食
品
表
示
や
食
中
毒
防
止
法
な
ど
食

品
衛
生

面
の
情
報
や
食
物

ア
レ
ル

ギ
ー

対
処
メ
ニ
ュ
ー
の

紹
介

（
学
生
と
の
協
働
）

・
学
生
食
堂
に
お
け
る
食
生
活
支
援

∥

学
生
の
好
み
に
偏
り
が
ち
だ
っ

た
学
生
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
、
学
生
が
食
の
重
要
性
を
理

解
し
て
自
己
の
健
康
管
理
能
力
を
自
主
的
に
高
め
る
た
め
に
、
映

特集・フィジカルヘルス

大学と学生 2007.12 26

図５ 200坪の農産物栽培用ハウスと肥料づく
りのためのコンポスト

旬の野菜や新鮮な野菜のおいしさ、有機栽培の安全性、
環境を大切にすることの意味を学ぶための農業体験の場
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